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リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
と
レ
ポ
市
場
の
整
備

〜
二
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
〜

中
島
　
将
隆

１
　
金
融
危
機
下
の
短
期
金
融
市
場

金
融
危
機
下
の
短
期
金
融
市
場
は
、
通
常
、
無
担
保
市
場
と
有
担
保
市
場
と
で
は
異
な
る
動
き
を
す
る
は
ず
で
あ
る
。
無
担
保
短

期
金
融
市
場
で
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
・
リ
ス
ク
を
意
識
し
た
レ
ー
ト
形
成
が
行
わ
れ
、
市
場
参
加
者
は
減
少
し
て
流
動
性
が

低
下
し
、
市
場
規
模
も
縮
小
す
る
。
他
方
、
有
担
保
の
短
期
金
融
市
場
は
こ
う
し
た
リ
ス
ク
か
ら
開
放
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
市
場
に

変
化
は
な
い
。
担
保
の
価
格
変
動
リ
ス
ク
は
避
け
ら
れ
な
い
が
、
資
金
の
提
供
者
は
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
・
リ
ス
ク
を
意
識
す
る

必
要
が
無
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
有
担
保
の
短
期
金
融
市
場
は
安
定
的
に
推
移
し
、
資
金
需
要
は
無
担
保
市
場
か
ら
有
担
保
市

場
へ
移
行
し
、
有
担
保
市
場
は
拡
大
す
る
は
ず
で
あ
る
。
バ
ブ
ル
崩
壊
期
で
は
無
担
保
コ
ー
ル
市
場
残
高
は
激
減
し
、
有
担
保
コ
ー

ル
市
場
残
高
は
急
増
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
リ
ー
マ
ン
証
券
が
破
綻
し
た
二
〇
〇
八
年
九
月
一
六
日
以
降
、
短
期
金
融
市
場
は
通
常
と
は
異
な
る
動
き
を
し
た
。

日
銀
の
調
査
論
文
は
、
日
本
の
特
徴
と
し
て
、
次
の
点
を
指
摘
し
て
い
る
（
１
）。

ま
ず
、
コ
ー
ル
市
場
に
つ
い
て
は
、
無
担
保
市
場
も
有
担
保
市
場
も
、
金
融
危
機
下
に
お
け
る
通
常
の
動
き
を
し
て
い
る
。
無
担

保
コ
ー
ル
市
場
で
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
リ
ス
ク
を
意
識
し
て
、
資
金
の
出
し
手
は
資
金
の
放
出
を
絞
り
込
み
、
無
担
保
コ



ー
ル
市
場
残
高
は
減
少
し
た
。
ま
た
、
外
資
系
金
融
機
関
等
に
対
す
る
資
金
放
出
が
極
度
に
慎
重
化
し
た
結
果
、
無
担
保
コ
ー
ル
レ

ー
ト
の
上
限
は
日
銀
の
誘
導
目
標
水
準
を
大
幅
に
上
回
っ
た
。
下
限
は
日
銀
補
完
貸
付
金
利
と
誘
導
目
標
の
中
間
地
帯
で
形
成
さ
れ

て
い
る
か
ら
、
無
担
保
コ
ー
ル
レ
ー
ト
は
、
調
達
先
が
日
本
の
金
融
機
関
か
、
そ
れ
と
も
外
資
系
金
融
機
関
か
に
よ
っ
て
二
極
分
解

し
た
。
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
・
リ
ス
ク
が
強
く
意
識
さ
れ
、
市
場
残
高
は
減
少
し
、
レ
ー
ト
は
高
騰
し
た
。
有
担
保
コ
ー
ル
市
場

で
は
、
市
場
残
高
や
レ
ー
ト
形
成
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
リ
ー
マ
ン
証
券
の
破
綻
に
よ
っ
て
担
保
割
れ
銘
柄
が
続
出

し
て
担
保
利
用
が
不
可
能
と
な
る
問
題
は
生
じ
た
。
無
担
保
コ
ー
ル
市
場
や
有
担
保
コ
ー
ル
市
場
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
時
に
特
殊
な
動
き
は
み
ら
れ
な
い
。
金
融
危
機
下
に
お
け
る
通
常
の
動
き
に
過
ぎ
な
い
。

で
は
、
有
担
保
の
短
期
金
融
市
場
で
あ
る
レ
ポ
市
場
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
日
本
の
レ
ポ
市
場
は
「
前
例
の
な
い
混
乱
」
を
呈
し
、

「
混
乱
を
極
め
た
」
（
２
）。

ま
ず
、
フ
ェ
イ
ル
が
多
発
し
て
市
場
参
加
者
は
処
理
に
追
わ
れ
た
。
次
に
取
引
相
手
を
選
別
す
る
動
き
が
あ
り
、

フ
ェ
イ
ル
を
回
避
す
る
た
め
レ
ポ
取
引
自
体
を
手
控
え
、
そ
の
結
果
、
レ
ポ
市
場
残
高
は
減
少
し
た
。
更
に
、
Ｇ
Ｃ
レ
ー
ト
は
高
止

ま
り
し
、
Ｓ
Ｃ
取
引
で
も
品
貸
料
の
上
昇
に
よ
っ
て
マ
イ
ナ
ス
レ
ー
ト
も
続
出
し
た
。
日
本
の
レ
ポ
市
場
は
前
例
の
な
い
大
混
乱
に

陥
っ
た
の
で
あ
る
。

日
本
だ
け
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
レ
ポ
市
場
も
機
能
不
全
に
陥
っ
た
。
フ
ェ
イ
ル
の
急
増
に
よ
っ
て
レ
ポ
市
場
残
高
は
減
少
し
、

市
場
流
動
性
が
大
幅
に
低
下
し
た
。
ま
た
、
レ
ポ
取
引
の
担
保
と
な
る
国
債
品
不
足
に
よ
っ
て
品
貸
料
が
大
幅
に
上
昇
し
た
。
そ
の

結
果
、
レ
ポ
レ
ー
ト
は
本
来
で
あ
れ
ば
Ｏ
Ｉ
Ｓ
レ
ー
ト
と
同
じ
動
き
を
す
る
は
ず
な
の
に
、
Ｏ
Ｉ
Ｓ
レ
ー
ト
よ
り
も
低
下
し
た
（
３
）。

レ
ポ
市
場
は
有
担
保
の
短
期
金
融
市
場
で
あ
り
、
ま
た
、
リ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
条
項
等
に
よ
っ
て
リ
ス
ク
フ
リ
ー
の
市
場
と
い

わ
れ
て
き
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
、
レ
ポ
市
場
は
大
混
乱
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
今
回
の
よ
う
な
大
混
乱
を
回
避
す
る
に
は
、
ど
の
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よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
、
レ
ポ
市
場
が
大
混
乱
し
た
原
因
に
つ
い
て
大
き
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
、
多
く
の
調
査
研
究
が
積
み
重
ね

ら
れ
て
い
る
。
調
査
研
究
の
成
果
を
参
考
に
し
て
、
現
在
、
レ
ポ
市
場
の
整
備
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
後
述
す
る
よ
う
に

レ
ポ
市
場
を
整
備
す
る
た
め
二
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
作
業
を
開
始
し
た
。

本
稿
で
は
、
積
み
重
ね
ら
れ
た
調
査
研
究
の
概
要
と
レ
ポ
市
場
整
備
の
課
題
、
市
場
整
備
の
現
状
に
つ
い
て
、
前
回
の
レ
ポ
ー
ト

に
引
き
続
き
概
略
を
紹
介
し
た
い
。
そ
し
て
、
今
後
の
研
究
課
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
な
お
、
こ
の
分
野
に
関
す
る
こ
れ
ま

で
の
調
査
研
究
や
課
題
の
取
組
み
に
関
す
る
文
献
資
料
は
、
文
末
に
紹
介
し
て
い
る
。
合
わ
せ
て
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

２
　
混
乱
を
極
め
た
レ
ポ
市
場

（
１
）
日
本
の
レ
ポ
市
場

日
本
銀
行
金
融
市
場
局
や
決
済
機
構
局
は
混
乱
を
極
め
た
レ
ポ
市
場
の
現
状
に
つ
い
て
多
く
の
調
査
論
文
を
公
表
し
て
い
る
（
後

掲
、
参
考
文
献
参
照
）。
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
前
号
の
証
研
レ
ポ
ー
ト
で
紹
介
し
た
が
、
問
題
を
整
理
す
る
た
め
繰
り
返
し
調

査
論
文
の
要
点
だ
け
を
み
て
い
き
た
い
。

二
〇
〇
八
年
九
月
一
五
日
、
リ
ー
マ
ン
証
券
の
破
綻
に
よ
っ
て
日
本
の
レ
ポ
市
場
は
混
乱
を
極
め
た
。
ま
ず
、
前
例
を
み
な
い
フ

ェ
イ
ル
の
多
発
と
市
場
流
動
性
の
低
下
で
あ
る
。
リ
ー
マ
ン
証
券
の
破
綻
に
よ
っ
て
国
債
の
デ
フ
ォ
ル
ト
は
約
七
兆
円
に
達
し
た
が
、

リ
ー
マ
ン
か
ら
引
渡
し
を
受
け
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
即
日
に
玉
を
調
達
で
き
ず
、
フ
ェ
イ
ル
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
れ

に
連
鎖
し
て
九
月
半
ば
以
降
に
フ
ェ
イ
ル
が
急
増
し
た
。
デ
フ
ォ
ル
ト
発
生
に
よ
る
第
一
次
フ
ェ
イ
ル
の
発
生
が
、
市
場
全
体
で
相
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乗
的
に
進
行
し
、
フ
ェ
イ
ル
の
連
鎖
に
よ
っ
て
フ
ェ
イ
ル
が
急
増
し
た
。
九
月
の
フ
ェ
イ
ル
件
数
は
一
六
〇
八
件
、
金
額
は
五
・
七

兆
円
と
こ
れ
ま
で
の
記
録
を
大
幅
に
更
新
し
た
（
４
）。

フ
ェ
イ
ル
の
急
増
は
、
市
場
流
動
性
を
著
し
く
低
下
さ
せ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

最
後
に
も
う
一
度
検
討
す
る
。

次
に
、
フ
ェ
イ
ル
が
増
加
し
フ
ェ
イ
ル
処
理
の
遅
れ
に
よ
っ
て
市
場
の
混
乱
に
拍
車
を
か
け
た
。
相
対
取
引
の
フ
ェ
イ
ル
処
理
は
、

ア
ウ
ト
ラ
イ
ト
取
引
に
つ
い
て
は
契
約
自
体
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
が
、
レ
ポ
取
引
に
つ
い
て
は
基
本
契
約
書
に
基
づ
い
て
一
括
清
算

さ
れ
た
。
一
括
清
算
時
点
で
価
格
変
動
リ
ス
ク
が
発
生
し
た
が
、
こ
れ
は
始
め
て
の
経
験
で
あ
っ
た
。
フ
ェ
イ
ル
を
確
定
す
る
た
め

破
綻
先
に
対
す
る
早
期
の
決
済
方
針
の
確
認
も
必
要
で
あ
っ
た
。
国
債
清
算
機
関
経
由
分
に
つ
い
て
は
、
ア
ウ
ト
ラ
イ
ト
も
レ
ポ
も

一
括
清
算
さ
れ
た
が
、
国
債
清
算
機
関
は
リ
ー
マ
ン
証
券
か
ら
国
債
の
引
渡
し
を
受
け
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
っ
た
の
で
、
受
け
方

参
加
者
に
対
し
フ
ェ
イ
ル
が
発
生
し
た
。
第
一
次
フ
ェ
イ
ル
は
連
鎖
し
、
九
月
二
四
日
に
は
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
こ
れ
は
、
国
債
清

算
機
関
の
国
債
調
達
に
数
営
業
日
を
要
し
た
た
め
で
あ
り
、
未
決
済
残
高
が
積
み
上
が
っ
た
。

フ
ェ
イ
ル
の
複
雑
な
処
理
に
は
時
間
を
要
す
る
た
め
、
国
債
決
済
の
日
中
進
捗
に
大
幅
な
遅
れ
が
生
じ
た
。
決
済
進
捗
の
遅
れ
は
、

フ
ェ
イ
ル
確
定
の
遅
れ
を
招
く
な
ど
、
金
融
機
関
の
資
金
繰
り
や
債
券
調
達
に
影
響
を
与
え
た
。

更
に
、
フ
ェ
イ
ル
の
多
発
に
よ
り
レ
ポ
市
場
の
機
能
が
低
下
し
た
。
具
体
的
に
は
①
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
・
リ
ス
ク
や
フ
ェ
イ

ル
へ
の
懸
念
か
ら
レ
ポ
取
引
を
縮
小
し
た
た
め
レ
ポ
市
場
残
高
が
減
少
し
た
。
②
Ｇ
Ｃ
取
引
の
縮
小
と
Ｇ
Ｃ
レ
ポ
レ
ー
ト
の
高
騰
で

あ
る
。
Ｇ
Ｃ
取
引
で
は
、
外
証
と
の
取
引
を
敬
遠
す
る
動
き
が
み
ら
れ
た
ほ
か
、
都
銀
や
信
託
で
フ
ェ
イ
ル
回
避
や
資
金
繰
り
の
慎

重
化
か
ら
取
引
自
体
を
絞
っ
た
こ
と
で
Ｇ
Ｃ
取
引
の
流
動
性
が
低
下
し
、
Ｇ
Ｃ
レ
ポ
レ
ー
ト
は
無
担
保
コ
ー
ル
を
大
幅
に
上
回
っ
た
。

③
特
定
銘
柄
の
国
債
調
達
が
困
難
と
な
っ
て
品
借
料
が
高
騰
し
、
Ｓ
Ｃ
レ
ポ
レ
ー
ト
が
大
幅
に
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
Ｓ
Ｃ
取
引
で

は
、
投
資
家
が
国
債
の
貸
出
を
停
止
又
は
絞
り
込
ん
だ
事
に
加
え
、
新
発
国
債
の
減
額
発
行
の
影
響
な
ど
か
ら
、
一
部
の
銘
柄
が
極
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度
に
タ
イ
ト
化
し
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
市
場
混
乱
の
中
で
も
フ
ェ
イ
ル
を
容
認
し
な
い
投
資
家
へ
の
国
債
の
引
渡
し
を
確
実
に

履
行
す
る
た
め
、
コ
ス
ト
度
外
視
で
対
象
債
券
を
調
達
す
る
動
き
が
強
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｃ
レ
ポ
レ
ー
ト
が
大
幅
マ
イ
ナ
ス
と

な
る
銘
柄
が
続
出
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｇ
Ｃ
取
引
に
よ
る
資
金
調
達
に
加
え
て
、
債
券
調
達
に
つ
い
て
も
不
確
実
性
が
高
ま
る
中
、

ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
圧
縮
を
急
ぐ
先
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
（
５
）。

以
上
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
レ
ポ
市
場
は
混
乱
を
極
め
、
市
場
機
能
は
著
し
く
低
下
し
た
の
で
あ

る
。

（
２
）
ア
メ
リ
カ
の
レ
ポ
市
場

①
国
債
品
不
足
と
フ
ェ
イ
ル
の
多
発
を
抑
制
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
崩
壊

日
本
の
レ
ポ
市
場
と
同
様
、
ア
メ
リ
カ
の
レ
ポ
市
場
も
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
機
能
不
全
に
陥
っ
た
。
ま
ず
、
フ
ェ
イ
ル

の
急
増
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
の
レ
ポ
市
場
で
は
、
二
〇
〇
一
年
の
同
時
多
発
テ
ロ
発
生
時
、
二
〇
〇
三
〜
二
〇
〇
四
年

の
金
利
低
下
局
面
で
フ
ェ
イ
ル
は
多
発
し
て
い
る
が
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
に
は
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
・
リ
ス
ク
意
識
の
強
ま

り
も
あ
っ
て
、
過
去
に
例
を
み
な
い
規
模
で
フ
ェ
イ
ル
が
多
発
し
た
（
６
）。

フ
ェ
イ
ル
が
急
増
し
た
の
は
、
ひ
と
つ
に
は
、
フ
ェ
イ
ル
を
抑
制
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
崩
壊
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
フ
ェ
イ
ル
慣

行
に
は
二
つ
の
側
面
が
あ
り
、
フ
ェ
イ
ル
慣
行
は
取
引
の
円
滑
化
、
流
動
性
の
向
上
に
資
す
る
。
だ
が
、
フ
ェ
イ
ル
が
多
発
す
る
と

未
決
済
残
高
が
増
加
し
、
取
引
が
縮
小
し
、
市
場
流
動
性
が
低
下
す
る
。
こ
の
た
め
、
フ
ェ
イ
ル
慣
行
に
は
、
フ
ェ
イ
ル
を
抑
制
す

る
、
い
わ
ば
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
フ
ェ
イ
ル
し
た
渡
し
方
は
、
本
来
支
払
い
を
受
け
る
べ
き
資
金
を
受
け

方
か
ら
受
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
債
券
保
有
の
た
め
の
資
金
調
達
コ
ス
ト
を
負
担
、
あ
る
い
は
受
取
る
べ
き
資
金
運
用
益
を
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放
棄
す
る
ほ
か
、
経
過
利
子
に
つ
い
て
も
予
定
さ
れ
て
い
た
決
済
日
ま
で
の
経
過
利
子
し
か
受
け
取
る
事
が
で
き
な
い
。
一
方
、
フ

ェ
イ
ル
さ
れ
た
受
け
方
は
、
予
定
さ
れ
た
決
済
日
か
ら
実
際
に
債
券
を
受
け
取
る
ま
で
の
経
過
利
子
を
受
け
取
れ
る
と
共
に
、
決
済

未
了
に
よ
り
滞
留
す
る
手
元
資
金
を
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
フ
ェ
イ
ル
慣
行
に
は
、
フ
ェ
イ
ル
回
避
、
早
期
解
消
の
た
め
の
市

場
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
７
）。

と
こ
ろ
が
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
フ
ェ
イ
ル
慣
行
を
抑
制
す
る
市
場

メ
カ
ニ
ズ
ム
が
崩
壊
し
た
。
ま
ず
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
超
低
金
利
政
策
に
よ
っ
て
渡
し
方
の
フ
ェ
イ
ル
コ
ス
ト
が
軽
減
さ
れ
、
フ
ェ
イ
ル
を

回
避
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
無
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
般
に
、
Ｆ
Ｆ
レ
ー
ト
が
三
％
以
下
に
な
る
と
フ
ェ
イ
ル
が
多
発
す
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。

急
増
し
た
も
う
ひ
と
つ
の
理
由
は
、
ア
メ
リ
カ
の
レ
ポ
市
場
で
は
担
保
と
な
る
国
債
が
極
端
に
品
不
足
と
な
り
、
国
債
の
品
貸
料

が
急
騰
し
た
か
ら
で
あ
る
（
８
）。

ア
メ
リ
カ
の
レ
ポ
取
引
は
日
本
と
異
な
り
、
担
保
と
な
る
債
券
は
国
債
だ
け
で
な
く
、
社
債
を
は
じ
め

Ｍ
Ｂ
Ｓ
な
ど
証
券
化
商
品
が
担
保
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
に
よ
っ
て
証
券
化
商
品
は
流
動
性
を
消
失
し
担
保
価

値
が
無
く
な
っ
た
。
最
後
の
貸
し
手
で
あ
る
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
資
金
供
給
は
、
国
債
を
担
保
と
し
て
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
を
通
じ
て

供
給
さ
れ
る
。
ド
ル
を
調
達
す
る
に
は
国
債
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
国
債
品
不
足
と
な
り
国
債
品
貸
料
が
暴
騰
し
た
の
で
あ

っ
た
。
レ
ポ
レ
ー
ト
と
Ｏ
Ｉ
Ｓ
は
、
本
来
、
同
一
の
動
き
を
示
す
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
間
、
レ
ポ
レ
ー

ト
が
Ｏ
Ｉ
Ｓ
よ
り
低
位
で
推
移
し
た
の
は
、
か
か
る
事
情
を
反
映
し
て
い
る
（
９
）。

以
上
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
フ
ェ
イ
ル
の
多
発
を
抑
制
す
る
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
超
低
金
利
政
策
と
国
債
品
不
足
に

よ
る
国
債
品
貸
料
の
暴
騰
に
よ
っ
て
崩
壊
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
レ
ポ
市
場
は
、
日
本
の
レ
ポ
市
場
と
同
じ
く
、
フ
ェ
イ
ル
の
多
発
に

よ
っ
て
市
場
流
動
性
が
低
下
し
機
能
不
全
と
な
っ
た
。
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②
投
機
資
金
の
調
達
市
場
と
な
っ
た
レ
ポ
市
場

ア
メ
リ
カ
の
レ
ポ
市
場
は
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
投
資
銀
行
の
投
機
資
金
調
達
市
場
と
な
っ
た
こ
と
、
投
資
銀
行
の
レ
バ
レ
ッ
ジ

を
効
か
せ
た
取
引
の
た
め
の
資
金
調
達
が
、
今
回
の
レ
ポ
市
場
機
能
不
全
を
招
い
た
も
う
ひ
と
つ
の
要
因
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
レ
ポ
取
引
に
は
銀
行
の
信
用
創
造
に
も
似
た
機
能
が
あ
る
。
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
レ
ポ
で
資
金
調
達
を

行
い
、
そ
の
資
金
で
債
券
調
達
を
行
う
。
こ
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
、
事
実
上
、
無
限
に
資
金
を
調
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ

と
も
、
ヘ
ア
カ
ッ
ト
に
よ
っ
て
無
限
に
資
金
を
調
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
レ
ポ
と
リ
バ
ー
ス
レ
ポ
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ

て
レ
ポ
市
場
か
ら
大
量
に
資
金
を
調
達
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
投
資
銀
行
の
資
金
調
達
に
は
、
従
来
、
制
限
が
課
さ
れ
て
い
た
。
正
味
資
産
規
制N

et
C

apital
R

ule

と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
正
味
資
産
規
制
が
骨
抜
き
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
二
上
論
文
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。「
こ
れ
は
、
最
低
限
、
維
持
す
べ
き
正
味
資
産
の
額
や
負
債
倍
率
（
す
な
わ
ち
レ
バ
レ
ッ
ジ
）
を
定
め
た
も
の
で
、

原
則
、
正
味
資
本
に
対
し
て
負
債
総
額
は
一
五
倍
を
越
え
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
四
年
四
月
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は

資
産
五
〇
億
ド
ル
以
上
を
有
す
る
大
手
投
資
銀
行
に
つ
い
て
、
こ
の
規
則
の
適
用
を
免
除
し
、
財
務
リ
ス
ク
の
状
況
に
対
し
て
は
業

者
の
自
主
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
委
ね
、
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
直
接
、
検
査
す
る
こ
と
を
や
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
例
え
ば
ベ
ア
・
ス
タ
ー

ン
ズ
の
負
債
倍
率
は
三
三
倍
ま
で
上
昇
し
て
い
る
。
も
し
、
こ
の
規
制
緩
和
が
無
け
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
の
規
模
の
レ
バ
レ
ッ
ジ
は
不

可
能
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
」
（
10
）。

で
は
、
こ
の
資
金
は
何
処
で
調
達
さ
れ
た
の
か
。
レ
ポ
市
場
で
あ
る
。
伊
豆
論
文
で
は
Ｂ
Ｉ
Ｓ
の
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
・
レ
ビ
ュ
ー
を

引
用
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「（
米
国
レ
ポ
市
場
の
特
徴
の
一
つ
は
）
投
資
銀
行
に
よ
る
市
場
の
支
配
で
あ
っ
た
。
そ
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
は
高
い
レ
バ
レ
ッ
ジ
を
か
け
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
と
ら
れ
、
そ
の
大
部
分
は
レ
ポ
市
場
に
お
い
て
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
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さ
れ
て
い
た
」
（
11
）。

ま
た
、『
愚
者
の
黄
金
』
の
著
者
で
あ
る
ジ
リ
ア
ン
・
テ
ッ
ド
も
「
資
金
の
大
半
は
短
期
レ
ポ
市
場
か
ら
調
達
し
て

い
た
」、「
二
〇
〇
〇
年
以
降
は
レ
ポ
市
場
へ
の
依
存
度
を
高
め
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
12
）。

レ
ポ
市
場
と
投
資
銀
行
の
負
債
倍
率
の
問
題
は
金
融
制
度
改
革
の
問
題
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
レ
ポ
市
場
が
機
能
不

全
に
陥
っ
た
契
機
は
ベ
ア
・
ス
タ
ー
ン
ズ
や
リ
ー
マ
ン
証
券
会
社
の
破
綻
で
あ
り
、
投
資
銀
行
の
無
制
限
な
レ
ポ
市
場
か
ら
の
資
金

調
達
で
あ
っ
た
こ
と
に
格
段
の
注
意
を
払
う
べ
き
だ
ろ
う
。

３
　
レ
ポ
市
場
整
備
の
課
題

レ
ポ
市
場
の
混
乱
を
回
避
す
る
に
は
、
今
回
の
大
混
乱
か
ら
学
び
、
市
場
の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
日
本
銀
行
は
「
わ
が
国

短
期
金
融
市
場
の
動
向
と
課
題
」（
参
考
文
献
３
）
の
中
で
、
市
場
整
備
に
向
け
て
次
の
三
つ
の
課
題
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
取

り
上
げ
ら
れ
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
現
在
、
レ
ポ
市
場
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
日
銀
の
取
り
上
げ
た
三
つ
の
課

題
の
概
要
と
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
み
て
い
こ
う
。

（
１
）
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
定
着
と
見
直
し

レ
ポ
市
場
が
混
乱
し
た
原
因
の
一
つ
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
フ
ェ
イ
ル
が
多
発
し
た
こ
と
、
フ
ェ
イ
ル
が
多
発
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
フ
ェ
イ
ル
を
容
認
す
る
市
場
慣
行
が
定
着
し
て
い
な
い
、
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
フ
ェ
イ
ル
と
フ
ェ
イ
ル
慣
行
と

は
意
味
合
い
が
異
な
る
。
フ
ェ
イ
ル
と
は
債
券
の
受
け
方
が
、
そ
の
渡
し
方
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
決
済
日
が
経
過
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
対
象
債
券
を
受
け
渡
し
さ
れ
な
い
こ
と
を
い
う
。
フ
ェ
イ
ル
慣
行
と
は
、
債
券
の
渡
し
方
が
債
券
の
受
け
方
に
対
し
決
済

日
に
債
券
の
受
け
渡
し
が
未
了
で
あ
っ
て
も
デ
フ
ォ
ル
ト
と
し
な
い
こ
と
、
こ
の
た
め
の
事
務
処
理
方
法
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
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国
債
決
済
が
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
化
さ
れ
る
と
、
平
時
に
あ
っ
て
も
フ
ェ
イ
ル
は
発
生
す
る
。
フ
ェ
イ
ル
が
発
生
す
る
と
市
場
流
動
性
が
低
下

す
る
。
こ
の
た
め
、
日
本
で
は
国
債
決
済
の
Ｒ
Ｔ
Ｇ
Ｓ
化
が
図
ら
れ
た
二
〇
〇
一
年
一
月
に
フ
ェ
イ
ル
慣
行
が
導
入
さ
れ
た
（
13
）。

日
銀
が
二
〇
〇
九
年
一
月
に
発
表
し
た
上
述
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
レ
ポ
取
引
に
お
い
て
フ
ェ
イ
ル
を
容
認
す
る
市
場
参
加
者

は
全
体
の
半
分
に
満
た
な
い
（
14
）。

こ
の
点
、
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
定
着
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
と
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
日
本
で
フ
ェ
イ
ル

慣
行
が
定
着
し
て
い
な
い
の
は
、
ひ
と
つ
は
実
務
上
全
く
対
応
で
き
な
い
、
も
う
ひ
と
つ
は
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
必
要
性
を
認
識
し
な

い
、
こ
の
二
つ
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
の
課
題
は
事
務
体
制
の
整
備
で
あ
り
、
フ
ェ
イ
ル
慣
行
に
対
す
る

更
な
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
で
あ
る
。

フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
も
う
一
つ
の
課
題
は
、
フ
ェ
イ
ル
コ
ス
ト
の
見
直
し
や
日
中
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
見
直

し
で
あ
る
。
市
場
流
動
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
フ
ェ
イ
ル
慣
行
が
必
要
だ
が
、
金
融
危
機
下
で
フ
ェ
イ
ル
が
多
発
す
る
と
、
市

場
流
動
性
が
低
下
す
る
。
フ
ェ
イ
ル
の
多
発
を
防
ぐ
に
は
フ
ェ
イ
ル
を
回
避
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
す
な
わ
ち
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が

必
要
と
な
る
。
ま
た
、
日
中
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
早
め
に
フ
ェ
イ
ル
を
確
定
さ
せ
る
事
が
必
要
で
あ
り
、
カ
ッ
ト
オ

フ
・
タ
イ
ム
を
前
倒
し
す
れ
ば
後
続
事
務
が
円
滑
に
な
る
。
そ
し
て
、
Ｔ
＋
０
レ
ポ
取
引
に
よ
る
フ
ェ
イ
ル
の
対
象
債
券
の
調
達
も

容
易
に
な
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
清
算
機
関
の
機
能
改
善
と
利
用
促
進

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
、
国
債
清
算
機
関
の
リ
ス
ク
管
理
機
能
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。
も
し
国
債
清
算
機
関
が
設
置
さ
れ
て
い
な

け
れ
ば
、
レ
ポ
取
引
だ
け
で
な
く
ア
ウ
ト
ラ
イ
ト
取
引
も
大
混
乱
を
招
い
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
に
、
国
債
清
算
機
関
に

対
す
る
要
望
も
強
く
な
る
。
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ま
ず
、
破
綻
対
応
・
フ
ェ
イ
ル
処
理
能
力
等
の
向
上
で
あ
る
。
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
、
国
債
や
資
金
の
迅
速
な
確
保
を
可
能

と
す
る
ス
キ
ー
ム
が
必
要
で
あ
る
。
次
に
、
フ
ェ
イ
ル
対
象
債
券
の
割
当
ル
ー
ル
な
ど
情
報
開
示
の
利
用
促
進
で
あ
る
。
加
え
て
、

国
債
清
算
機
関
の
利
用
促
進
が
望
ま
れ
る
。
国
債
決
済
に
占
め
る
清
算
機
関
経
由
の
割
合
は
、
四
割
程
度
に
留
ま
っ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
、
特
に
信
託
の
参
加
が
望
ま
れ
る
（
15
）。

（
３
）
市
場
全
体
で
の
リ
ス
ク
管
理
の
強
化

国
債
売
買
取
引
の
決
済
は
、
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
は
Ｔ
＋
１
だ
が
、
日
本
の
国
債
売
買
取
引
決
済
は
Ｔ
＋
３
で
あ
り
、
レ
ポ
取

引
は
Ｔ
＋
２
が
主
流
で
あ
る
。
約
定
日
か
ら
決
済
日
ま
で
の
期
間
が
長
い
ほ
ど
未
決
済
残
高
が
積
み
上
が
り
、
取
引
相
手
が
破
綻
し

た
際
に
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
・
リ
ス
ク
の
規
模
が
膨
ら
む
こ
と
に
な
る
。
リ
ー
マ
ン
証
券
破
綻
後
の
レ
ポ
市
場
の
混
乱
は
、
未
決

済
残
高
の
積
み
上
が
り
に
よ
る
デ
フ
ォ
ル
ト
や
フ
ェ
イ
ル
の
増
加
が
一
つ
の
原
因
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
リ
ス
ク
を
削
減
す
る
に
は

国
債
決
済
期
間
の
短
縮
が
必
要
で
あ
り
、
国
債
決
済
は
Ｔ
＋
１
、
レ
ポ
取
引
は
Ｔ
＋
０
決
済
の
普
及
が
必
要
と
な
る
（
16
）。

（
４
）
ア
メ
リ
カ
の
課
題

日
本
と
同
様
、
前
述
し
た
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
で
も
フ
ェ
イ
ル
が
多
発
し
て
レ
ポ
市
場
は
機
能
不
全
に
陥
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
日

本
と
異
な
り
フ
ェ
イ
ル
慣
行
が
定
着
し
て
い
る
。
そ
の
ア
メ
リ
カ
で
フ
ェ
イ
ル
が
多
発
し
た
の
は
、
超
低
金
利
政
策
に
よ
っ
て
フ
ェ

イ
ル
多
発
を
防
止
す
る
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
機
能
し
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
加
え
て
、
レ
ポ
取
引
の
担
保
と
な
る
国
債
品
不
足

に
よ
り
国
債
調
達
コ
ス
ト
が
高
騰
し
た
こ
と
、
レ
ポ
取
引
の
担
保
が
不
足
し
た
の
は
従
来
担
保
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
証
券
化
商
品

が
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
に
よ
っ
て
担
保
価
値
を
消
失
し
た
こ
と
、
そ
の
背
景
に
は
投
資
銀
行
の
無
制
限
な
レ
ポ
市
場
か
ら
資
金
調
達
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が
あ
り
負
債
倍
率
規
制
が
無
か
っ
た
こ
と
、
こ
う
し
た
複
合
的
な
要
因
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
レ
ポ
市
場
は
機
能
不
全
に
陥
っ
た
の

で
あ
っ
た
。

レ
ポ
市
場
の
機
能
を
回
復
す
る
た
め
、
ま
ず
、
フ
ェ
イ
ル
多
発
を
防
止
す
る
た
め
フ
ェ
イ
ル
チ
ャ
ー
ジ
が
二
〇
〇
九
年
五
月
か
ら

導
入
さ
れ
た
。
超
低
金
利
政
策
の
下
で
は
、
フ
ェ
イ
ル
多
発
を
防
止
す
る
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
機
能
し
な
い
。
こ
の
た
め
、
フ
ェ
イ

ル
ペ
ナ
ル
テ
ィ
と
し
て
三
％
ル
ー
ル
が
導
入
さ
れ
た
。
過
去
の
例
か
ら
み
て
Ｆ
Ｆ
レ
ー
ト
が
三
％
を
下
回
っ
た
時
期
に
フ
ェ
イ
ル
が

多
発
し
て
い
る
か
ら
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
と
し
て
減
額
さ
れ
る
大
き
さ
は
「
年
率
三
％
か
ら
午
後
五
時
時
点
の
Ｆ
Ｆ
レ
ー
ト
を
引
い
た
値

と
ゼ
ロ
の
い
ず
れ
か
大
き
い
方
の
値
」
（
17
）

と
さ
れ
た
。
Ｆ
Ｆ
レ
ー
ト
が
年
率
三
％
以
上
で
あ
れ
ば
フ
ェ
イ
ル
・
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
課
さ
れ

な
い
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
フ
ェ
イ
ル
・
ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
最
大
値
は
年
率
三
％
と
な
る
。
こ
の
三
％
ル
ー
ル
は
、
後
述
す
る
日
本
の

ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
で
も
参
考
に
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
二
〇
〇
九
年
七
月
か
ら
国
債
の
引
渡
期
限
に
関
す
る
慣
行
の
見
直
し
も
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
顧
客
に

一
五
時
一
五
分
ま
で
国
債
を
引
き
渡
す
こ
と
が
で
き
た
の
に
対
し
、
顧
客
は
デ
ィ
ー
ラ
ー
に
一
五
時
ま
で
に
し
か
引
き
渡
す
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
扱
い
の
下
で
は
、
一
五
時
か
ら
一
五
時
一
五
分
の
間
に
顧
客
が
デ
ィ
ー
ラ
ー
か
ら
国
債
の
引
渡
し
を
受

け
る
と
、
他
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
へ
の
引
渡
し
が
で
き
な
い
。
更
に
フ
ェ
イ
ル
チ
ャ
ー
ジ
慣
行
が
導
入
さ
れ
た
場
合
、
こ
れ
に
伴
う
コ
ス

ト
も
追
加
的
に
負
担
す
る
惧
が
あ
っ
た
た
め
、
見
直
し
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
（
18
）。

こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
日
本
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・

グ
ル
ー
プ
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
学
ん
で
い
る
。

投
資
銀
行
の
負
債
倍
率
制
限
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
〇
年
一
月
二
一
日
、
オ
バ
マ
大
統
領
が
ボ
ル
カ
ー
・
ル
ー
ル
と
し
て
提
案
し

た
。
こ
の
問
題
は
米
国
金
融
制
度
改
革
法
案
を
巡
っ
て
、
目
下
、
上
院
・
下
院
で
検
討
中
で
あ
り
、
レ
ポ
市
場
に
つ
い
て
は
投
資
銀

行
を
含
め
た
金
融
機
関
の
負
債
倍
率
制
限
が
注
目
さ
れ
る
。
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４
　
二
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
レ
ポ
市
場
の
整
備

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
経
験
を
踏
ま
え
、
レ
ポ
市
場
を
整
備
す
る
た
め
二
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
が
設
置
さ
れ
た
。
ひ
と

つ
は
、
日
本
証
券
業
協
会
で
設
置
さ
れ
た
「
債
券
の
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
見
直
し
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」
で
あ
り
、
も

う
ひ
と
つ
は
証
券
決
済
制
度
改
革
推
進
会
議
の
下
で
設
置
さ
れ
た
「
国
債
決
済
期
間
の
短
縮
に
関
す
る
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー

プ
」
で
あ
る
。
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
は
目
下
、
作
業
中
で
あ
る
が
、
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
と
概
要
を
紹
介
す
る
。

（
１
）
債
券
の
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
見
直
し
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ

こ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
は
、
日
本
証
券
業
協
会
公
社
債
委
員
会
の
下
部
組
織
と
し
て
二
〇
〇
九
年
五
月
に
設
置
さ
れ
た
。

ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
設
置
の
趣
旨
に
つ
い
て
、
中
間
報
告
書
の
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
昨
年
九
月
の
リ
ー

マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
破
綻
に
端
を
発
し
た
世
界
的
な
金
融
危
機
以
降
、
市
場
環
境
の
劇
的
な
変
化
を
背
景
に
、
債
券
決
済
に
お
け
る

フ
ェ
イ
ル
慣
行
等
を
改
め
て
見
直
す
必
要
性
が
強
く
認
識
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
フ
ェ
イ
ル
の
頻
発
を
抑
制
し
つ
つ
、
フ

ェ
イ
ル
慣
行
の
更
な
る
定
着
を
図
る
観
点
か
ら
、
日
本
証
券
業
協
会
公
社
債
委
員
会
の
下
部
機
関
と
し
て
、「
債
券
の
フ
ェ
イ
ル
慣

行
の
見
直
し
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」
を
本
年
五
月
に
設
置
し
、
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
見
直
し
や
具
体
的
な
方
策
の
検
討

を
開
始
し
た
」
（
19
）。

中
間
報
告
書
は
二
〇
〇
九
年
一
一
月
に
発
表
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
第
一
回
会
合
（
六
月
一
〇
日
）
か
ら
第
八
回
会

合
（
一
〇
月
七
日
）
ま
で
の
検
討
事
項
及
び
そ
の
対
応
を
取
り
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。

ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
の
大
き
な
特
徴
は
、
市
場
横
断
的
な
性
質
を
持
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
の
参
加
者
を
み
る
と

大
手
の
銀
行
・
証
券
会
社
、
短
資
会
社
、
機
関
投
資
家
で
あ
り
、
更
に
は
国
債
清
算
機
構
、
日
本
相
互
証
券
が
加
わ
り
、
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
金
融
庁
、
財
務
省
、
日
本
銀
行
が
参
加
し
て
い
る
。
参
加
者
層
は
広
範
囲
に
亘
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
取
り
上
げ
る
問
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題
に
つ
い
て
各
界
が
共
通
し
た
関
心
を
持
っ
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

中
間
報
告
書
で
は
、
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
現
状
、
問
題
を
取
り
上
げ
る
視
点
、
検
討
項
目
が
具
体
的
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
検
討
項

目
と
し
て
、
①
フ
ェ
イ
ル
チ
ャ
ー
ジ
関
連
、
②
カ
ッ
ト
オ
フ
・
タ
イ
ム
関
連
、
③
バ
イ
イ
ン
関
連
、
④
誠
実
努
力
義
務
規
定
関
連
、

⑤
情
報
開
示
関
連
、
⑥
マ
ー
ジ
ン
・
コ
ー
ル
関
連
の
六
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
中
間
報
告
の
検
討
事
項
は
、
こ
の
う
ち
、
①
か
ら

③
ま
で
の
項
目
で
、
④
か
ら
⑥
ま
で
の
項
目
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

検
討
項
目
の
①
か
ら
③
ま
で
の
中
間
報
告
内
容
を
み
る
と
、
ま
ず
、
フ
ェ
イ
ル
チ
ャ
ー
ジ
関
連
に
つ
い
て
は
、
フ
ェ
イ
ル
チ
ャ
ー

ジ
を
導
入
す
る
こ
と
、
そ
の
水
準
に
つ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
の
三
％
ル
ー
ル
を
念
頭
に
、
導
入
に
向
け
た
実
務
的
な
検
討
を
進
め
る
こ

と
に
な
っ
た
。

カ
ッ
ト
オ
フ
・
タ
イ
ム
等
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の
見
直
し
と
同
様
、
カ
ッ
ト
オ
フ
・
タ
イ
ム
を
前
倒
し
に
し
て
現

行
の
一
五
時
三
〇
分
か
ら
一
四
時
に
短
縮
す
る
こ
と
、
カ
ッ
ト
オ
フ
・
タ
イ
ム
か
ら
日
銀
ネ
ッ
ト
国
債
系
終
了
ま
で
の
時
間
を
リ
バ

ー
サ
ル
・
タ
イ
ム
と
す
る
こ
と
に
し
た
。

バ
イ
・
イ
ン
関
連
に
つ
い
て
は
、
事
務
コ
ス
ト
等
も
勘
案
し
て
、
現
時
点
で
は
見
直
し
を
見
送
る
こ
と
に
な
っ
た
（
20
）。

こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ
て
き
た
項
目
の
実
務
上
の
詰
め
に
つ
い
て
は
「
債
券
現
先
等
研
究
会
」
も
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

債
券
現
先
等
研
究
会
は
こ
れ
ま
で
、
フ
ェ
イ
ル
に
関
す
る
啓
蒙
活
動
を
行
い
、「
Ｔ
＋
０
レ
ポ
、
及
び
フ
ェ
イ
ル
の
際
の
業
務
フ
ロ

ー
に
つ
い
て
」、「
債
券
の
フ
ェ
イ
ル
の
際
に
お
け
る
経
理
処
理
参
考
事
例
に
つ
い
て
」
な
ど
を
公
表
し
て
い
る
（
21
）。

検
討
項
目
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
理
解
が
一
段
と
深
ま
り
、
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
更
な
る
定
着
が
期
待
さ
れ
る
。

な
お
、
最
終
報
告
書
は
近
い
将
来
に
発
表
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
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（
２
）
国
債
の
決
済
期
間
の
短
縮
化
に
関
す
る
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ

二
〇
〇
九
年
九
月
、
証
券
決
済
制
度
改
革
推
進
会
議
の
下
に
「
国
債
の
決
済
期
間
の
短
縮
に
関
す
る
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー

プ
」
が
設
置
さ
れ
た
。
参
加
者
メ
ン
バ
ー
は
前
述
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
の
参
加
者
と
同
様
に
市
場
横
断
的
で
あ
り
、
市
場
関

係
者
、
イ
ン
フ
ラ
機
関
及
び
有
識
者
か
ら
構
成
さ
れ
、
国
債
の
決
済
期
間
短
縮
の
問
題
が
各
界
に
共
通
し
た
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
、
日
本
の
レ
ポ
市
場
は
未
決
済
残
高
の
積
み
上
が
り
で
デ
フ
ォ
ル
ト
及
び
デ
フ
ォ
ル
ト
か
ら
連
鎖
し
て
発
生

し
た
フ
ェ
イ
ル
の
多
発
で
大
混
乱
し
た
。
こ
の
経
験
か
ら
学
ぶ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
九
年
九
月
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
会
合
で
、
国
債
の
決
済
期
間
短
縮
の
意
義
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ

ル
ー
プ
設
置
の
目
的
と
検
討
課
題
を
示
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
・
決
済
期
間
短
縮
化
の
意
義
と
し
て
、
次
の
三
つ
の
決
済
リ
ス
ク
の
削
減
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
　
決
済
期
間
の
短
縮
に
伴
う
未
決
済
残
高
の
縮
減
に
よ
り
、「
モ
ノ
・
カ
ネ
を
予
定
通
り
受
取
れ
な
い
リ
ス
ク
」（
流
動
性
リ
ス

ク
）
と
、
こ
れ
に
晒
さ
れ
る
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
が
削
減
で
き
、
こ
の
結
果
、
デ
フ
ォ
ル
ト
及
び
デ
フ
ォ
ル
ト
か
ら
連
鎖
し
て

発
生
す
る
フ
ェ
イ
ル
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。

②
　
決
済
期
間
の
短
縮
に
よ
り
、
デ
フ
ォ
ル
ト
に
伴
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
再
構
築
時
に
お
い
て
、
再
構
築
コ
ス
ト
・
リ
ス
ク
が
削
減
さ

れ
る
。

③
　
国
債
清
算
機
関
に
よ
る
履
行
保
障
機
能
の
よ
り
一
層
の
安
定
化
が
図
ら
れ
る
。

…
…
…

・
米
英
で
は
既
に
国
債
の
Ｔ
＋
１
が
実
現
し
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
一
部
の
国
債
（
短
国
）
の
Ｔ
＋
１
が
実
現
し
て
い
る
。
ま

た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
も
既
に
Ｔ
＋
１
決
済
が
行
わ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
の
国
債
市
場
も
、
証
券
取
引
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
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っ
て
、
国
際
的
な
市
場
間
競
争
が
強
ま
っ
て
い
る
現
状
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
先
進
市
場
に
伍
し
て
い
け

る
だ
け
の
安
全
性
と
効
率
性
を
備
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
」
（
22
）。

第
一
回
の
会
合
は
二
〇
〇
九
年
九
月
に
開
催
さ
れ
た
が
、
以
後
、
毎
月
一
回
開
催
さ
れ
、
中
間
報
告
は
本
年
九
月
頃
を
予
定
し
て

い
る
。
な
お
、
議
事
録
要
旨
と
資
料
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
大
混
乱
し
た
日
本
の
レ
ポ
市
場
は
、
二
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
の
発
足
に
よ
っ
て
、
レ
ポ

市
場
の
整
備
に
向
か
っ
て
一
歩
、
大
き
く
踏
み
出
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

参
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０
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ェ
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る
経
理
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日
本
銀
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金
融
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「
フ
ェ
イ
ル
慣
行
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と
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債
券
の
フ
ェ
イ
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慣
行
の
見
直
し
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
の
中
間
報

告
書
　
別
添
資
料
）

二
〇
〇
九
年
六
月

（28）



８．

中
曾
宏
「
金
融
危
機
に
お
け
る
流
動
性
問
題
の
一
側
面：

わ
が
国
レ
ポ
市
場
の
課
題
」
日
本
銀
行
　
二
〇
〇
九
年
九
月

９．

横
山
史
生
「
米
国
国
債
市
場
「
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
」
の
策
定
―
フ
ェ
イ
ル
多
発
お
よ
び
レ
ポ
・
ス
ク
イ
ー
ズ
へ
の
対
応
―
」『
証
研
レ
ポ

ー
ト
』
一
六
四
二
号
　
二
〇
〇
七
年
六
月

10．

二
上
季
代
司
「
再
考
迫
ら
れ
る
米
系
投
資
銀
行
ビ
ジ
ネ
ス
」『
証
研
レ
ポ
ー
ト
』
一
六
五
〇
号
　
二
〇
〇
八
年
一
〇
月

11．

横
山
史
生
「
金
融
危
機
下
の
債
券
フ
ェ
イ
ル
多
発
に
つ
い
て
」『
証
研
レ
ポ
ー
ト
』
一
六
五
二
号
　
二
〇
〇
九
年
二
月

12．

伊
豆
久
「
ド
ル
不
足
は
な
ぜ
生
じ
た
か
―
米
国
に
お
け
る
レ
ポ
市
場
と
通
貨
供
給
方
式
―
」『
証
研
レ
ポ
ー
ト
』
一
六
五
三
号
　
二
〇
〇
九
年
四

月
13．

伊
豆
久
「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
か
ら
見
た
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
金
融
危
機
対
策
」『
証
研
レ
ポ
ー
ト
』
一
六
五
四
号
　
二
〇
〇
九
年
六
月

14．

日
本
銀
行
決
済
機
構
局
「
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
証
券
の
破
綻
が
国
債
市
場
・
決
済
シ
ス
テ
ム
に
も
た
ら
し
た
教
訓
」（
国
債
の
決
済
期
間
の

短
縮
化
に
関
す
る
検
討
Ｗ
Ｇ
　
資
料
三
）

二
〇
〇
九
年
一
〇
月

15．

日
本
銀
行
金
融
市
場
局
「
わ
が
国
に
お
け
る
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
一
層
の
定
着
に
向
け
て
―
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
意
義
・
役
割
と
米
国
の
取
組
み
事

例
を
中
心
に
―
」
日
銀
レ
ビ
ュ
ー
　
二
〇
〇
九
年
一
〇
月

16．

日
本
証
券
業
協
会
「
債
券
の
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
見
直
し
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
『
中
間
報
告
書
』」

二
〇
〇
九
年
一
一
月

17．

"D
evelopm

ent
in

repo
m

arkets
during

the
financialturm

oil"B
IS

Q
uarterly

R
eview

,D
ecem

ber
2008

18．

ジ
リ
ア
ン
・
テ
ッ
ド
著
平
尾
光
司
監
訳
土
方
奈
美
訳
『
愚
者
の
黄
金
』
日
本
経
済
新
聞
社
　
二
〇
〇
九
年

19．

日
本
証
券
業
協
会
「
債
券
の
フ
ェ
イ
ル
慣
行
の
見
直
し
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
　
―
中
間
報
告
書
―
」
二
〇
〇
九
年
一
一
月
二
六

日
20．
「
国
債
の
決
済
期
間
の
短
縮
化
に
関
す
る
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
」（
第
一
回
）
議
事
要
旨
　
二
〇
〇
九
年
九
月
一
〇
日
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注（
１
）

参
考
文
献
３
　
一
七
頁
以
下
参
照

（
２
）

参
考
文
献
３
　
一
六
、
三
四
頁

（
３
）

参
考
文
献
11

三
二
頁

（
４
）

参
考
文
献
３
　
一
九
頁

（
５
）

参
考
文
献
３
　
二
二
〜
二
四
頁

（
６
）

参
考
文
献
９
　
一
一
、
一
五
頁
参
照

（
７
）

参
考
文
献
15

四
頁
、
参
考
文
献
11

三
五
〜
三
七
頁

（
８
）

参
考
文
献
12

三
一
〜
三
二
頁
、
参
考
文
献
13

三
五
〜
三
七
頁

（
９
）

参
考
文
献
12

三
二
頁
、
参
考
文
献
17

四
二
頁

（
10
）

参
考
文
献
10

二
二
〜
二
三
頁

（
11
）

参
考
文
献
12

三
六
頁

（
12
）

参
考
文
献
18

三
〇
八
、
三
一
九
、
三
二
七
頁

（
13
）

参
考
文
献
２

（
14
）

参
考
文
献
３
　
二
八
頁

（
15
）

参
考
文
献
３
　
三
一
頁

（
16
）

参
考
文
献
３
　
三
三
頁

（
17
）

参
考
文
献
11

四
〇
頁
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（
18
）

参
考
文
献
15

九
頁

（
19
）

参
考
文
献
19

一
頁

（
20
）

参
考
文
献
19

一
二
〜
一
八
頁

（
21
）

参
考
文
献
５
、
６

（
22
）

参
考
文
献
20

（
な
か
じ
ま
　
ま
さ
た
か
・
特
別
嘱
託
研
究
員
）
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